
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多段繰出し鏡筒を有するズームレンズ鏡筒であって、
　カメラボディの固定部に連結される鏡筒から最先端の鏡筒が連結される鏡筒までの各鏡
筒のうち、少なくともいずれか一組をヘリコイド繰出し構造により連結し、最先端の鏡筒
と後段の鏡筒をカム繰出し構造によって連結し、
　該後段の鏡筒と他の鏡筒を連結するヘリコイド繰出し構造には、該ズームレンズ鏡筒の
収納位置から撮影可能最短繰出し位置までの間において回転しても繰り出さないヘリコイ
ド空転 を備え、
　該ヘリコイド空転 を有するヘリコイド繰出し構造は、一方の鏡筒に形成した雌ヘリ
コイドと、他方の鏡筒に形成した雄ヘリコイドとを備え、該一方の鏡筒と他方の鏡筒が収
納位置状態にあるときに前記雄ヘリコイドの周方向回転を許容するヘリコイド空転 を
前記雌ヘリコイドに形成し、該ヘリコイド空転 す
る スラスト面に沿って周方向溝を形成し

たことを特徴とするズームレンズ鏡筒の繰出し構造。
【請求項２】
　前記ヘリコイド空転 および周方向溝を有するヘリコイド繰出し構造は、金型による
合成樹脂の射出成形 形成されるヘリコイド環である請求項１記載のズームレンズ鏡
筒の繰出し構造。
【請求項３】
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　ヘリコイド繰出し構造により連結された一組の鏡筒を有し、該ヘリコイド繰出し構造に
は、回転しても繰り出さないヘリコイド空転 を備え、
　該ヘリコイド空転 を有するヘリコイド繰出し構造は、一方の鏡筒に形成した雌ヘリ
コイドと、他方の鏡筒に形成した雄ヘリコイドとを備え、該一方の鏡筒と他方の鏡筒が特
定位置にあるときに前記雄ヘリコイドの周方向回転を許容するヘリコイド空転 を前記
雌ヘリコイドに形成し、さらに該雌ヘリコイドのヘリコイド空転

する両スラスト面に沿って周方向溝を形成し
たことを特徴とするズームレンズ鏡筒の繰出し構造。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の技術分野】
本発明は、バリヤを備えた多段式のズームレンズ鏡筒の繰出し構造に関する。
【０００２】
【従来技術およびその問題点】
近年のカメラのズームレンズは、小型化とともに高倍率化が望まれている。そのために、
鏡筒を多段化している。鏡筒を多段化する場合、相対的に移動する鏡筒を連結する構造と
して、ヘリコイド繰出し構造やカム繰出し構造が利用されている。カム繰出し構造は、鏡
筒の回転角に対する繰出し量などの設定の自由度が高く繰出し方の自由度が高いが、鏡筒
の剛性の確保や遮光が困難であることが知られている。一方、ヘリコイド繰出し構造は鏡
筒の回転角に対する繰出し量が一定となるが、鏡筒の剛性の確保や遮光が容易であること
が知られている。そのため、多段鏡筒にはヘリコイド繰出し構造が適している。また、レ
ンズ鏡筒先端部に設けられたバリヤの開閉には、バリヤが装着された先端鏡筒と、次段の
鏡筒との相対移動を利用している。
しかし、鏡筒の段数が多くなると、個々のレンズ鏡筒の相対移動量が少なくなり、バリヤ
開閉のストロークの確保が困難になる。特に、いわゆるワイド系のズームレンズの場合、
ワイド端における光学系の全長が短いため、レンズ鏡筒、光学系の全長他最も短くなる収
納位置からワイド端までの繰出し量が少なくなる。この問題解決のためにヘリコイド構造
を使用すると、繰出し鏡筒の長さを有効に活用するためには個々のリードの大きさが近似
し、繰出し量も均等に近くなる。そのため、バリヤの開閉に必要なストロークが確保でき
ない。
【０００３】
この問題を解決するために、最先端レンズ鏡筒のみカム繰出し構造とし、他のレンズ鏡筒
が余り繰り出さない僅かな回転角で一気に繰出すようにすればストロークは確保できる。
しかしこの場合、バリヤの開閉領域における最先端レンズ鏡筒を繰出すリードが極端に大
きくなってしまい、収納方向へのレンズ鏡筒の繰り込み時の抵抗が大きくなり過ぎて強度
不足を生じる等の問題を生じる。また、最先端レンズ鏡筒のみ単独で大きく繰出すと、最
先端レンズ鏡筒に装着されたシャッタブロックとボディ内の回路基板とを接続するフレキ
シブルプリント基板が突っ張るという問題も生じる。
【０００４】
他の解決方法としては、最先端レンズ鏡筒に連結される他の複数レンズ鏡筒の繰出しもカ
ム繰出し構造としてレンズ鏡筒が回転しても繰出し量を少なくするか、回転しても繰り出
さない区間を設ければ収納からワイド端まで回転角を確保しつつバリヤ開閉のためのスト
ロークを確保できる。しかし、このようなカム構造はレンズ鏡筒の剛性を確保するのが困
難である。しかも、ヘリコイド繰出し構造により回転しても繰り出さない空転区間を設け
ようとすると、空転区間においては繰り出さなくても光軸方向の位置は規制しなければな
らないので、この空転区間の加工が困難であった。
【０００５】
【発明の目的】
本発明は、多段ズームレンズ鏡筒における剛性を高め、バリヤ開閉駆動のために十分なス
トロークを確保できるズームレンズ鏡筒を得ることを目的とする。
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【０００６】
【発明の概要】
　この目的を達成する本発明は、多段繰出し鏡筒を有するズームレンズ鏡筒であって、カ
メラボディの固定部に連結される鏡筒から最先端の鏡筒が連結される鏡筒までの各鏡筒の
うち、少なくともいずれか一組をヘリコイド繰出し構造により連結し、最先端の鏡筒と後
段の鏡筒をカム繰出し構造によって連結し、該後段の鏡筒と他の鏡筒を連結するヘリコイ
ド繰出し構造には、該ズームレンズ鏡筒の収納位置から撮影可能最短繰出し位置までの間
において回転しても繰り出さないヘリコイド空転 を備え、該ヘリコイド空転 を有
するヘリコイド繰出し構造は、一方の鏡筒に形成した雌ヘリコイドと、他方の鏡筒に形成
した雄ヘリコイドとを備え、該一方の鏡筒と他方の鏡筒が収納位置状態にあるときに前記
雄ヘリコイドの周方向回転を許容するヘリコイド空転 を前記雌ヘリコイドに形成し、
該ヘリコイド空転 する スラスト面に沿って周方
向溝を形成し たたこと、に特徴を
有する。
　この本発明は、金型による合成樹脂の射出成形して形成されるヘリコイド環を備えたヘ
リコイド繰出し構造に特に有用である。
　 発明は、ヘリコイド繰出し構造により連結された一組の鏡筒を有し、該ヘ
リコイド繰出し構造には、回転しても繰り出さないヘリコイド空転 を備え、該ヘリコ
イド空転 を有するヘリコイド繰出し構造は、一方の鏡筒に形成した雌ヘリコイドと、
他方の鏡筒に形成した雄ヘリコイドとを備え、該一方の鏡筒と他方の鏡筒が特定位置にあ
るときに前記雄ヘリコイドの周方向回転を許容するヘリコイド空転 を前記雌ヘリコイ
ドに形成し、さらに該雌ヘリコイドのヘリコイド空転

する両スラスト面に沿って周方向溝を形成し
たことに特徴を有する。

【０００７】
【発明の実施の形態】
以下図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。この実施の形態は、本発明を
、沈胴式の４段ズームレンズ鏡筒に適用した実施形態である。
【０００８】
　このズームレンズ鏡筒は図１から図５に示すように沈胴式の４段鏡筒であり、カメラボ
ディに固定される固定筒１２と、固定筒１２に支持されて光軸に沿って相対的に進退する
４段の繰出し鏡筒として、第１外観筒１７、第２外観筒２３、第３外観筒（カム環）３０
および第４外観筒（レンズ支持筒）３１を備えている。
　このズームレンズ鏡筒は、固定鏡筒１２に対して第１外観鏡筒１７が、第１外観鏡筒１
７に対して第２外観筒２３が、第２外観筒２３に対して第３外観筒３０がそれぞれヘリコ
イド繰出し構造によって結合されている。そして第４外観筒３１は、第３外観筒 に対
してカム構造によって連結されている。本実施の形態では、第１外観筒１７および第２外
観筒２３を、ヘリコイドを有するヘリコイド環とは別個に形成し、さらにズームレンズ鏡
筒が通常最も繰り出されるテレ端位置からさらに繰り出された位置（分解・組み立て位置
）において第１外観筒１７および第２外観筒２３を着脱可能に形成してある。第４外観筒
３１の先端部に装着されたレンズバリヤ９２、９３は、第４外観筒３１および第３外観筒
３０の、収納位置と撮影可能な最短繰出し位置（本実施例ではワイド端位置）との間の相
対的な光軸方向移動により開閉駆動される。
　さらに本実施の形態のズームレンズ鏡筒は、第２外観筒２３および第３外観筒３０を移
動させるヘリコイド繰出し構造に、収納位置とワイド位置間において、第２外観筒２３お
よび第３外観筒３０の回転は許容するが光軸方向には移動させない空転区間を設けてある
。つまり本実施例では、収納状態からワイド位置方向への繰出しにおいて第２外観筒２３
および第３外観筒３０は同一速度で回転するが相対的な光軸方向移動はしない空転区間を
有する。この空転区間において、第１外観筒１７は回転および光軸方向移動し、第４外観
筒３１は回転しないで第３外観筒３０に対して相対的に光軸方向に移動して、第４外観筒
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３１と第３外観筒３０の相対的な光軸方向移動によりバリヤ９２、９３を開閉駆動する。
【０００９】
このズームレンズ鏡筒のより詳細な全体構造について、先ず図１乃至図７を参照して説明
する。図１は、このズームレンズ鏡筒を分解して主要部を示す斜視図である。なお、本明
細書において、被写体側を前方、カメラボディ（フィルム）側を後方という。
【００１０】
カメラボディ１１に固定される固定筒１２には、その内周面に雌ヘリコイド１２ａが形成
されている。この雌ヘリコイド１２ａには、第１ヘリコイド環１４の外周に形成された雄
ヘリコイド１４ａが螺合している。一方、固定筒１２の外側には、ズーミング用モータ１
５によって回転駆動されるピニオン１６が位置しており、このピニオン１６に、雄ヘリコ
イド１４ａの一部を切除し、切除部分の両側の雄ヘリコイド１４ａに沿って第１ヘリコイ
ド環１４の外周に形成したギヤ１４ｂが噛み合っている。第１ヘリコイド環１４の前部に
は第１外観筒１７が結合されている。
【００１１】
　第１ヘリコイド環１４と第１外観筒１７は、第１ヘリコイド環１４の前端部に形成した
結合部１４１および第１外観筒１７の後端部に形成した結合部１７１の係合によって一体
に回動するように結合される。第１外観筒１７内には、該第１外観筒１７と相対回動が可
能で光軸方向には一緒に移動する（光軸方向への相対移動ができない）第１直進案内環１
８が支持されている。この第１直進案内環１８は、直進案内突起１８ａが固定筒１２の直
進案内溝１２ｂに係合することで、固定筒１２に対して回転しないで光軸方向の直進移動
（進退）のみ可能 されている。
【００１２】
第１外観筒１７は、内周面に周方向に延びる周方向溝１７２が、光軸方向に所定長離反し
て２本形成され、各周方向溝１７２に、第１直進案内環１８の外周面に突設されたキー１
８１が嵌合している。従って第１外観筒１７は、このキー１８１および周方向溝１７２に
拘束されて、第１直進案内環１８に対して相対的に回転するが、光軸方向には一緒に進退
するように規制されている。
従って、ズーミング用モータ１５が回転すると、減速ギヤ列１５ａ、ピニオン１６および
ギヤ１４ｂを介して第１ヘリコイド環１４が回転し、該第１ヘリコイド環１４、第１外観
筒１７および第１直進案内環１８の結合体が光軸方向に進退する。その際第１ヘリコイド
環１４および第１外観筒１７は、雌ヘリコイド１２ａと雄ヘリコイド１４ａのリードに従
って回転しながら光軸方向に進退し、第１直進案内環１８は回転しないで第１ヘリコイド
環１４および第１外観筒１７と一緒に光軸方向に進退する。
また、上記結合部１４１と結合部１７１、およびキー１８１と周方向溝１７２は、第１ヘ
リコイド環１４と第１外観筒１７、第１外観筒１７と第１直進案内環１８が所定の相対回
転角（組み立て・分解位置）にあるときに光軸方向移動させて係脱可能に形成されている
。
固定筒１２に対する第１直進案内環１８の光軸方向の移動位置が所定の間隔で段階的なズ
ームステップとして、該第１直進案内環１８と固定筒１２にそれぞれ固定したブラシ１９
とコード板２０によって検出される。なお、第１外観筒１７の先端部には、飾り環１７４
が固定される。
【００１３】
第１直進案内環１８の内周には雌ヘリコイド１８ｂが形成され、この雌ヘリコイド１８ｂ
には、第２ヘリコイド環２１の外周に形成された雄ヘリコイド２１ａが螺合している。第
２ヘリコイド環２１は、その外周に一対の案内コマ２１ｂを備え、各案内コマ２１ｂは、
第１直進案内環１８に形成したコマ逃がし溝１８ｃを通して、第１外観筒１７の内周に形
成したコマ案内溝１７ａ（図６、８）に係合している。コマ逃がし溝１８ｃは雌ヘリコイ
ド１８ｂと同傾斜の貫通長孔であり、コマ案内溝１７ａはズームレンズ系の光軸Ｏと平行
な直線溝である。案内コマ２１ｂは、コマ逃がし溝１８ｃを貫通する部分は断面円形の円
柱形状に形成されているが、コマ案内溝１７ａに嵌合する先端部分は、コマ案内溝１７ａ
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が延びる方向に長い断面長方形の直進キー状に形成されている。
【００１４】
第２ヘリコイド環２１の前部には第２外観筒２３が結合されている。第１ヘリコイド環１
４と第１外観筒１７と同様に、第２ヘリコイド環２１と第２外観筒２３は、第２ヘリコイ
ド環２１の前端部に形成した結合部（凹部）２１１および第２外観筒２３の後端部に形成
した結合部（凸部）２３１の係合によって一体に回動および進退するように結合されてい
る。結合部１４１、１７１と同様にこれらの結合部２１１、２３１も、第２ヘリコイド環
２１と第２外観筒２３が特定の相対回転角（組み立て・分解位置）にあるときに係脱可能
に形成されている。
【００１５】
第２外観筒２３内には、該第２外観筒２３と相対回動が可能で光軸方向には一緒に移動す
る（光軸方向への相対移動ができない）第２直進案内環２５が支持されている。この第２
直進案内環２５は、直進案内突起２５ａが第１直進案内環１８の直進案内溝１８ｄに係合
することで、第１直進案内環１８に対して光軸方向の相対直進移動のみ可能に支持されて
いる。
【００１６】
第２外観筒２３は、内周面に周方向に延びる周方向溝２３２が、光軸方向に所定長離反し
て２本形成され、各周方向溝２３２に、第２直進案内環２５の外周面に突設されたキー２
５１が嵌合している。従って第２外観筒２３は、このキー２５１および周方向溝２３２に
拘束されて、第２直進案内環２５に対して相対的に回転するが、光軸方向には一緒に進退
するように規制されている。
【００１７】
従って、ズーミング用モータ１５が回転すると、減速ギヤ列１５ａおよびピニオン１６を
介して第１ヘリコイド環１４および第１外観筒１７が回転しながら進退し、第１直進案内
環１８が回転しないで光軸方向に進退するので、該第２ヘリコイド環２１、第２外観筒２
３および第２直進案内環２５の結合体が光軸方向に進退する。その際第２ヘリコイド環２
１および第２外観筒２３は、案内コマ２１ｂとコマ逃がし溝１８ｃおよびコマ案内溝１７
ａとの係合関係によって第１外観筒１７に対して該第１外観筒１７と一緒に回転しながら
、かつ雄ヘリコイド２１ａと雌ヘリコイド１８ｂのリードに従って第１外観筒１７に対し
て光軸方向に相対的に進退し、第２直進案内環２５は直進案内突起２５ａと直進案内溝１
８ｄとの係合に規制されて回転しないで第２ヘリコイド環２１および第２外観筒２３と一
緒に進退する。
また、上記結合部２１１と結合部２３１、およびキー２５１と周方向溝２３２は、第２ヘ
リコイド環２１と第２外観筒２３、第２外観筒２３と第２直進案内環２５が所定の相対回
転角（組み立て・分解位置）にあるときに光軸方向移動させて係脱可能に形成されている
。
【００１８】
第１直進案内環１８と同様に、第２直進案内環２５の内周面には雌ヘリコイド２５ｂが形
成され、この雌ヘリコイド２５ｂには、第３外観筒（カム環）３０の後端部外周に形成さ
れた雄ヘリコイド３０ａが螺合している。第３外観筒３０は第３ヘリコイド環を兼ねてお
り、その後端部の外周に一対の案内コマ３０ｂを備え、各案内コマ３０ｂは、第２直進案
内環２５に形成したコマ逃がし溝２５ｃを貫通して、第２外観筒２３の内周に形成したコ
マ案内溝２３ａに係合している（図８、図１４）。案内コマ３０ｂは、コマ逃がし溝２５
ｃを貫通する部分は断面円形の円柱形状に形成されているが、コマ案内溝２３ａに嵌合す
る部分はコマ案内溝２３ａが延びる方向に長い断面長方形状に形成されている。
コマ逃がし溝２５ｃは雌ヘリコイド２５ｂと同傾斜の貫通長孔であり、コマ案内溝２３ａ
は光軸Ｏと平行な直線溝である。
【００１９】
第３外観筒３０内には、該第３外観筒３０と相対回動が可能で光軸方向には一緒に移動す
る（光軸方向への相対移動ができない）第３直進案内環３３が支持されている。第３直進
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案内環３３は、外周に複数の直進案内突起３３ａが形成され、各直進案内突起３３ａが第
２直進案内環２５内周の直進案内溝２５ｄに係合することで、光軸方向の直進移動のみ可
能となっている。
【００２０】
従って、ズーミング用モータ１５が回転すると、第１ヘリコイド環１４および第１外観筒
１７が回転しながら光軸方向に進退し、第１直進案内環１８が回転しないで第１ヘリコイ
ド環１４および第１外観筒１７と一緒に光軸方向に進退し、第２ヘリコイド環２１および
第２外観筒２３が第１外観筒１７に対して同一回転速度で一緒に回転しながら光軸方向に
相対的に進退し、第２直進案内環２５が回転しないで第２ヘリコイド環２１および第２外
観筒２３と一緒に進退するので、第３外観筒３０および第３直進案内環３３は、案内コマ
３０ｂとコマ逃がし溝２５ｃおよびコマ案内溝２３ａの結合関係によって第２外装筒２３
と同一の回転速度で一緒に回転するとともに雄ヘリコイド３０ａと雌ヘリコイド２５ｂの
リードに従って第２外観筒２３に対して光軸方向に相対的に進退し、第３直進案内環３３
は直進案内突起３３ａと直進案内溝２５ｄの係合に規制されて回転しないで第３外観筒３
０と一緒に光軸方向に進退する。なお、第３外観筒３０は、ヘリコイド３０ａが設けられ
た部分よりも前方部分が第２外観筒２３から露出してレンズ鏡筒の外観を構成する。
【００２１】
第３外観筒３０内にはまた、その前方から順に、第１変倍レンズ群（第１サブ群Ｓ１、第
２サブ群Ｓ２）Ｌ１を有する第４外観筒（レンズ支持筒）３１と、第２変倍レンズ群Ｌ２
を固定した後群レンズ枠３２とが位置しており、この第４外観筒３１と後群レンズ枠３２
が第３直進案内環３３によって光軸方向に直進案内されている。具体的には、図９及び図
１０に示すように、第３直進案内環３３を構成する３個の部分円筒状腕部３３ｂには、そ
の表裏（外周面と内周面）に光軸Ｏと平行な直進案内溝３３ｃ、３３ｄが形成され、各直
進案内溝３３ｃには、第４外観筒３１の内周に設けた直進案内突起（不図示）が摺動可能
に嵌合し、各直進案内溝３３ｄには、後群レンズ枠３２の外周に設けた直進案内突起３２
ａが摺動可能に嵌合している。
【００２２】
第３外観筒３０の内周面には、第４外観筒３１および後群レンズ枠３２用の有底カム溝３
５および有底カム溝３６が形成されている。図１２は、この有底カム溝３５、３６の展開
形状を示している。有底カム溝３５と有底カム溝３６はそれぞれ周方向に等角度間隔で３
組形成されており、第４外観筒３１、後群レンズ枠３２には、これらの有底カム溝３５と
有底カム溝３６に嵌まるフォロア突起３１ａ、３２ｂが径方向に突出形成されている。
したがってこの第４外観筒３１、後群レンズ枠３２は、ズーミング用モータ１５が回転し
て第３外観筒３０が第１外観筒１７、第２外観筒２３と一緒に回転しながら光軸方向に相
対的に進退し、第３直進案内環３３が回転しないで第３外観筒３０と一緒に光軸方向に進
退すると、直進案内突起（図示せず）と直進案内溝３３ｃとの係合関係により回転しない
で、フォロア突起３１ａ、３２ｂと有底カム溝３５、３６との係合関係により第３外観筒
３０に対して所定軌跡で光軸方向に進退する。なお、第４外観筒３１は、フォロア突起３
１ａが突出形成された後端部よりも前方の部分が第３外観筒３０から突出し、外部に露出
してレンズ鏡筒の外観を構成する。
【００２３】
上記ズームレンズ鏡筒は、固定筒１２に対して、第１直進案内環１８、第２直進案内環２
５、第３直進案内環３３および第４外観筒３１が回転しないで相対的に光軸方向に直進（
直線）的に進退する構成である。
【００２４】
図１２において、有底カム溝３５と有底カム溝３６はそれぞれ、テレ端位置（Ｔ端）から
収納位置（収納）までが通常使用領域であり、撮影時には、該通常使用領域のうちテレ端
位置（Ｔ端）とワイド端位置（Ｗ端）の間でフォロア突起３１ａとフォロア突起３２ｂを
案内する。有底カム溝３６は、このテレ端位置（Ｔ端）とワイド端位置（Ｗ端）の間に中
間不連続位置３６ａを有している。有底カム溝３５によって案内される第４外観筒３１内
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の第１変倍レンズ群Ｌ１は、テレ端位置とワイド端位置の途中で、第１サブ群Ｓ１と第２
サブ群Ｓ２を接近位置と離隔位置に移動させる切替機能を有しており、この第１変倍レン
ズ群Ｌ１における切替時に、第２変倍レンズ群Ｌ２は有底カム溝３６の中間不連続位置３
６ａを通過する。この中間不連続位置３６ａの区間は、実際のズーミング域として撮影に
は用いない（第３外観筒３０を停止させない）ように制御される。
この有底カム溝３５、３６は、テレ端位置を越えた分解・組み立て位置までの領域を備え
ている。つまりこのズームレンズ鏡筒の組み立て、分解は、この分解・組み立て位置まで
回動させた状態で行われる。
【００２５】
「シャッタブロック」
第４外観筒３１内には、シャッタブロック４０が設けられている。シャッタブロック４０
内には、前方サブ群枠４５と後方サブ群枠４６が嵌まっている。前方サブ群枠４５には第
１サブ群Ｓ１が固定され、後方サブ群枠４６には第２サブ群Ｓ２が固定されている。前方
サブ群枠４５（第１サブ群Ｓ１）と後方サブ群枠４６（第２サブ群Ｓ２）は、正逆駆動モ
ータ５３によって駆動されるフォーカシングカム機構により、ワイド端とテレ端の間で光
軸方向の相対位置が、ワイド用接近位置とテレ用接近位置の２位置に切り替えらる。そし
てそれぞれの位置においてさらに、正逆駆動モータ５３によりフォーカシングカム機構を
介して光軸方向に進退され、フォーカシングに利用される。
シャッタブロック４０内にはさらに、第２サブ群Ｓ２よりも後方に、シャッタセクター６
０を有するレンズシャッタ装置および絞りセクター６２を有する絞り機構が設けられてい
る。本ズームレンズ鏡筒では、シャッタセクター６０は、任意の絞り値を決定する可変絞
り機能とシャッタ機能とを兼用する羽根であり、シャッタレリーズ時に露出値に応じて該
シャッタセクター６０の開放量（絞り値）及び開放時間（シャッタスピード）が変化する
ように制御回路８１を介して電気的に制御される。一方、絞りセクター６２は、特にワイ
ド側撮影距離での撮影開口径の最大値を規制するために設けられており、ズームレンズ鏡
筒全体の繰出し状態に応じて機械的に開き量が変化する。つまり、ワイド撮影距離時にズ
ームレンズ系の周辺部を撮影に用いないように開口の大きさを規制する。
【００２６】
絞りセクター６２を開閉させる絞駆動リング６３は、その外周に被動突起６３ｂを有し、
該被動突起６３ｂは、第３直進案内環３３の部分円筒状腕部３３ｂ内周に形成した絞制御
カム溝７１に係合している（図１０）。ズーミングに際し、第３直進案内環３３とシャッ
タブロック４０（絞駆動リング６３）は光軸方向に相対移動する。すると、絞制御カム溝
７１に従って被動突起６３ｂが周方向に移動され、絞駆動リング６３が回動し、絞セクタ
ー６２の開度が変化する。
図１１に示すように、絞制御カム溝７１は、光軸Ｏと平行な直線状規制部７１ａと、光軸
Ｏに対して傾斜する傾斜規制部７１ｂと、第３直進案内環３３の前端部に開口する規制解
除部７１ｃとを有しており、直線状規制部７１ａと傾斜規制部７１ｂは、被動突起６３ｂ
がほぼ遊びなく嵌まる幅となっている。
【００２７】
、シャッタブロック４０の電気部品とカメラボディ内の制御回路８１（図１３）は、シャ
ッタブロック用ＦＰＣ（フレキシブルプリント基板）８０によって接続される。シャッタ
ブロック用ＦＰＣ８０は、ズームレンズ鏡筒の繰出し及び収納動作によるシャッタブロッ
ク４０と制御回路８１の相対位置の変化に応じて折り畳み位置を変化させ、他の鏡筒構成
部材と干渉を避けるようにＺ字状に折り返され、各外観筒の間に収納されている（図２参
照）。
本実施の形態のシャッタブロック用ＦＰＣ８０は、ヘアピン状に折り畳まれた折り畳み部
分８０１、８０２が、後方から前方に向かって、第１外観筒１７と第１直進案内環１８の
隙間、第２外観筒２３と第２直進案内環２５の隙間に後方から前方に向かって挿入され、
第２外観筒２３と第２直進案内環２５から出た折り畳み部分８０２は、第３外観筒３０を
跨いで第４外観筒３１内に入り、シャッタブロック４０に接続されている。
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【００２８】
「ズームレンズ鏡筒全体の動作」
上記構成のズームレンズ鏡筒は、ズーミング用モータ１５を介してピニオン１６を回転駆
動すると、
第１ヘリコイド環１４および第１外観筒１７が回転しながら進退し、第１直進案内環１８
が回転しないで第１ヘリコイド環１４および第１外観筒１７と一緒に光軸方向に進退し、
第２ヘリコイド環２１および第２外観筒２３が第１外観筒１７に対して同一回転速度で回
転しながら光軸方向に相対的に進退し、第２直進案内環２５が回転しないで第２ヘリコイ
ド環２１および第２外観筒２３と一緒に光軸方向に進退し、
第３外観筒３０が第２外観筒２３に対して同一回転速度で回転しながら光軸方向に相対的
に進退し、第３直進案内環３３が回転しないで第３外観筒３０と一緒に光軸方向に進退し
、
第４外観筒３１が回転しないで光軸方向に相対的に進退（第３外観筒３０は第４外観筒３
１に対して相対回転）するので、
最終的には、第３外観筒３０内で光軸方向に直進案内されている第４外観筒３１（第１変
倍レンズ群Ｌ１）と後群レンズ枠３２（第２変倍レンズ群Ｌ２）が、有底カム溝３５と有
底カム溝３６に従う所定の軌跡で光軸方向に相対的に移動する。
【００２９】
例えば、図２の鏡筒収納状態（沈胴状態）では、ズームレンズ鏡筒は略全体がカメラボデ
ィ１１内に収納されており、この鏡筒収納状態からズーミング用モータ１５を鏡筒繰出し
方向に駆動させると、ズームレンズ鏡筒は図３のワイド端撮影位置へ繰り出される。ズー
ムレンズ鏡筒は、さらにズーミング用モータ１５を鏡筒繰出し方向に駆動させることによ
って、ワイド端撮影位置から図４のテレ端撮影位置まで繰出すことができる。
そしてこのズームレンズ鏡筒は、テレ端撮影位置においてさらにズーミング用モータ１５
を鏡筒繰出し方向に駆動させると、図５に示す第１外観筒１７および第２外観筒２３の分
解・組み立て位置まで繰出すことができる。図６は、この分解・組み立て位置において第
１、第２外観筒１７、２３を取り外した状態を示している。
【００３０】
ズーミング用モータ１５を繰出し方向とは逆の収納方向に駆動すると、分解・組み立て状
態、テレ端状態から、ワイド端状態、さらに収納（沈胴）状態にズームレンズ鏡筒を変化
させることができる。実際のズーミングは、ワイド端からテレ端までを複数の焦点距離ス
テップに分け、各焦点距離ステップでズーミング用モータ１５を停止させてフォーカシン
グや露出を行うように、ステップワイズに制御される。このとき、前述した第１サブ群Ｓ
１と第２サブ群Ｓ２の接離切替に相当する領域は撮影には用いないので、ステップを区切
らず、第３外観筒３０（ズーミング用モータ１５）を停止させない。
【００３１】
　図１４には、収納位置における第２外観筒２３、第２ヘリコイド環２１、第２直線案内
環２５および案内コマ３０ｂの関係を、外方から見た展開図として示してある。この収納
位置では、 の外周面に円周方向に形成した抜け止めキー２５１が、第
２ ２３の内周面に周方向に形成した内周溝２３２に係合して、第２外観筒２３と第
２ヘリコイド環２１とを相対回転可能にかつ光軸方向には一緒に移動するように規制して
いる。抜け止めキー２５１は、同一円周上のほぼ直径方向に離間した位置に２個、さらに
光軸方向に所定長離間した位置に、同一円周上のほぼ直径方向に離間した位置に２個の計
４個からなる。また、案内コマ３０ｂは、コマ逃がし溝２５ｃの ２５ｃ１に入っ
ている。
【００３２】
　コマ逃がし溝２５ｃの ２５ｃ１は、第３外観筒３０を空転させるための空転区
間である。つまり、案内コマ３０ｂが ２５ｃ１に入ると、第２直線案内環２５に
対して第３外観筒３０が回転しても案内コマ３０ｂは ２５ｃ１に沿って移動する
ので、回転しても光軸方向には相対移動しない。この ２５ｃ１は、ズームレンズ
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鏡筒の収納位置とワイド端位置の間の区間に設けられている。
【００３３】
この収納位置状態からズーミング用モータ１５を繰出し方向に回転させ、テレ端位置に達
したときの第２外観筒２３、第２ヘリコイド環２１、第２直線案内環２５および案内コマ
３０ｂの関係を、図１４と同様に展開して図１５に示してある。このテレ端位置における
第２外観筒２３と第２直線案内環２５は、各抜け止めキー２５１の一部分が周方向溝２３
２から出て切れ目２３３に入っているが、各抜け止めキー２５１の一部は周方向溝２３２
に入っているので、第２外観筒２３は第２直線案内環２５に対して光軸方向には移動しな
い（抜けない）ように、つまり相対回転はするが光軸方向には一緒に進退するように係合
している。
【００３４】
このテレ端状態からさらにズーミング用モータ１５を繰出し方向に回転させ、分解・組み
立て位置に達した第２外観筒２３、第２ヘリコイド環２１、第２直線案内環２５および案
内コマ３０ｂの関係を図１６に、図１４と同様に展開して示してある。この分解・組み立
て位置では、各抜け止めキー２５１が周方向溝２３２から出て切れ目２３３に入っている
。したがってこの分解・組み立て位置では、第２外観筒２３を第２直線案内環２５に対し
て光軸方向に移動させることができる。つまり、第２外観筒２３を取り外し（図１７）、
また取り付けることができる（図１６）。
【００３５】
この分解・組み立て位置において第１、第２外観筒１７、２３を引き抜くと案内コマ２１
ｂ、３０ｂが露出するので（図６）、さらに案内コマ２１ｂ、３０ｂを取り外すと（図７
）、第３外観筒３０、第２ヘリコイド環２１、第１ヘリコイド環１４をさらに繰出し方向
に回転させて取り外すことができるようにヘリコイドが形成されている。つまり、このズ
ームレンズ鏡筒の分解は、この分解・組み立て位置において行うことができる。
なお、このズームレンズ鏡筒は、カメラボディに組み付けられ、撮影可能な完成状態では
テレ端位置から分解・組み立て位置方向へは繰り出されないようにズーミング用モータ１
５の回転が制御されているが、修理等のために特別なコマンド入力等したときに、ズーミ
ング用モータ１５がテレ端位置を越えて分解・組み立て位置まで回転するように構成され
ている。
【００３６】
本実施形態では、第２外観筒２３および第２直進案内環２５と同様に、第１外観筒１７お
よび第１直進案内１８も周方溝１７２、内周溝の切れ目１７３および抜け止めキー１８１
を備え、前記の分解・組み立て位置において第１直進案内１８に対して第１外観筒１７の
分解・組み立て可能に形成されている。
【００３７】
「レンズバリヤ」
第４外観筒３１の先端部にはさらに、第１変倍レンズ群Ｌ１の前方の鏡筒開口を開閉する
レンズバリヤ機構が設けられている。レンズバリヤ機構は、第４外観筒３１の前部に固定
される化粧板９０、第４外観筒３１の前壁部３１ｂに光軸Ｏを中心として回動可能に支持
されるバリヤ駆動環９１、このバリヤ駆動環９１と化粧板９０の間にそれぞれ回動可能に
枢支される一対の外側バリヤ９２と一対の内側バリヤ９３を備えている。化粧板９０には
、外側バリヤ９２と内側バリヤ９３を回動可能に支持する図示しない突起が設けられてお
り、外側バリヤ９２と内側バリヤ９３は、この突起を中心として回動し、連動して化粧板
９０の開口を開閉する。各バリヤ９２、９３は、バリヤ付勢ばね９４によって閉じ方向へ
常時付勢されている。
【００３８】
　バリヤ駆動環９１は、直径方向の二カ所に設けたバリヤ係合突起９１ａと、光軸方向の
後方へ向けて延出する被動腕部９１ｂとを有している。バリヤ係合突起９１ａは、外側バ
リヤ９２または内側バリヤ９３に係合して、バリヤ駆動環９１の回転を該バリヤ９２、９
３に伝達する。一方、被動腕部９１ｂは、第４外観筒３１の前部内周面の前壁部３１ｂに

10

20

30

40

50

(9) JP 3762652 B2 2006.4.5



形成した貫通穴（不図示）を貫通して第４外観筒３１内に挿入され 第３直進案内
環３３の部分円筒状腕部３３ｂの先端部に

形成されている。
【００３９】
バリヤ駆動環９１は、駆動環付勢ばね９５によって、バリヤ９２及び９３を開放する方向
に回動付勢されている。この駆動環付勢ばね９５は、バリヤ付勢ばね９４よりも付勢力が
強く、バリヤ駆動環９１が駆動環付勢ばね９５の付勢力によって回動可能なフリー状態で
は、駆動環付勢ばね９５の付勢力がバリヤ駆動環９１、バリヤ係合突起９１ａを介してバ
リヤ９２及び９３に伝わり、該バリヤ９２及び９３をバリヤ付勢ばね９４の付勢力に抗し
て開放位置に保持する。図３のワイド端と図４のテレ端の間の撮影状態では、上記の被動
腕部９１ｂと傾斜ガイド面３３ｅが接触しておらずバリヤ駆動環９１はフリー状態であり
、バリヤ９２及び９３は開放位置に保持されている。
【００４０】
ズームレンズ鏡筒が図３、図３２のワイド端位置から図２、図３１の収納位置に移動する
過程で、第３直進案内環３３の傾斜ガイド面（バリヤ駆動面）３３ｅ（図９）がバリヤ駆
動環９１の被動腕部９１ｂに当接して摺接を開始し、該バリヤ駆動環９１は、傾斜ガイド
面３３ｅの形状に従って駆動環付勢ばね９５に抗する方向、すなわちバリヤ９２、９３の
閉鎖方向回動を許容する方向に強制回動される。すると、バリヤ駆動環９１による規制が
解除された各バリヤ９２、９３は、バリヤ付勢ばね９４の付勢力によって閉鎖位置まで回
動し、閉鎖位置に保持される。
【００４１】
ズームレンズ鏡筒がワイド端位置から収納位置まで移動する過程において、第３外観筒３
０に対して第２外観筒２３、および第２外観筒２３に対して第１外観筒１７は、一緒に回
転するが光軸方向には相対移動しない空転区間を有する。つまり、ズームレンズ鏡筒全体
として収納位置に達する前、本実施例では第４外観筒３１が第３外観筒３０に対する収納
位置に達する前に、第２外観筒２３が第１外観筒１７に対する光軸方向収納位置に達して
空転区間に入り、第２外観筒２３が第１外観筒１７と一緒に回転しながら後退を開始し、
その後第３外観筒３０が第２外観筒２３に対する光軸方向収納位置に達して空転区間に入
り、第３外観筒３０、第２外観筒２３および第１外観筒１７が一緒に回転しながら収納位
置まで後退する。したがって、第３直進案内環３３の傾斜ガイド面３３ｅがバリヤ駆動環
９１の被動腕部９１ｂに当接して摺接を開始するのとほぼ同時またはその後に第２外観筒
２３、第３外観筒３０の順に空転区間に入り、第４外観筒３１に対する第３直進案内環３
３の相対回転によって後退する第４外観筒３１と第３外観筒３０すなわち第３直進案内環
３３の光軸方向相対移動によってバリヤ駆動環９１がバリヤ閉鎖方向に回動駆動される。
【００４２】
　ズームレンズ鏡筒が逆に収納位置からワイド端位置まで繰り出される過程では、第１、

第３外観筒１７、２３、３０は一緒に回転しながら光軸方向に繰り出されるが、第
２外観筒２３および第３外観筒３０は空転区間に位置するので第１外観筒１７と一緒に回
転しながら一緒にワイド端方向に繰り出され、第４外観筒３１は回転しないで第３外観筒
３０に対して相対的にワイド端方向に繰り出される。この空転区間において、第３直進案
内環３３の傾斜ガイド面３３ｅが被動腕部９１ｂから離反する方向に移動するので、バリ
ヤ駆動環９１が駆動環付勢ばね９５の付勢力によりバリヤ開方向に回動し、駆動環付勢ば
ね９５の付勢力によってバリヤ９２、９３を開放位置まで回動させる。そして、ワイド端
に達する前に、傾斜ガイド面３３ｅは被動腕部９１ｂから離反して、バリヤ９２、９３は
完全に開放位置に移動している。
【００４３】
また、このズームレンズ鏡筒の収納位置からワイド端位置までの繰出し過程において、先
ず第３外観筒３０の空転区間が終了するので第３外観筒３０の第２外観筒２３に対する相
対的繰出しが始まり、その後第２外観筒２３の空転区間が終了するので第２外観筒２３の
第１外観筒１７に対する相対的繰出しも始まる。
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は、被動腕部９１ｂに摺接可能に傾斜ガイド面

３３ｅが

第２、



【００４４】
前述のようにバリヤ９２、９３の開閉は、収納位置とワイド端位置間における第４外観筒
３１と第３外観筒３０の相対的光軸方向移動に依存するストロークで行うので、第３外観
筒３０および第２外観筒２３の一方または両方に空転区間を設けない構成もある。しかし
、バリヤ９２、９３を開閉駆動するためのストロークを短く構成すると駆動トルクが大き
くなるのでストロークは長い方が望ましいが、ストロークを長く構成すると、バリヤの開
閉に要する第３外観筒３０の回転角が大きくなり、カメラボディに対する第４外観筒３１
の突出量が多くなり過ぎてしまい、収納位置からワイド端位置までに必要なレンズ繰り出
し量を超えてしまう。
第３外観筒３０のヘリコイド繰出し構造にのみ空転区間を設けることもできるが、この場
合は、収納位置からワイド端位置までのレンズ繰り出しに要する鏡筒回転角に対するスト
ロークが小さくなるので、空転区間の回転角を大きくする必要がある。つまり、第３外観
筒３０に対する第４外観筒３１の光軸方向の相対移動距離が長くなるので、シャッタブロ
ック用ＦＰＣ８０の第３外観筒３０を跨ぐ部分の遊びを多くしないとこの部分が突っ張っ
てしまう（図２、３）。
そこで本発明の実施例では、第２外観筒２３および第３外観筒３０にヘリコイド空転区間
を設けて収納位置からワイド端位置までの回転角を大きくし、第４外観筒３１を繰出すカ
ムのリードが小さくても第３外観筒３０に対する第４外観筒３１の光軸方向相対移動距離
を長くすることを可能にしてある。
【００４５】
　ヘリコイドの空転区間の構成について、図１８乃至図２７を参照して説明する。図１８
(Ａ )は、第２直進案内環２５を縦断して示す斜視図、図１８（Ｂ）は第１直進案内環１８
を縦断して示す斜視図、図１９は第２直進案内環２５の展開図、図２０乃至図２２は第２
直進案内環２５と第３外観筒（カム・ヘリコイド環）３０の関係を示す展開図、図２３は
第１直進案内環１８の展開図、図２４乃至図２６は

との関係を示す展開図である。図２７（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）には、

【００４６】
　第２直進案内環２５の内周面の雌ヘリコイド２５ｂは、第２直進案内環２５の後端部（
カメラボディ側）付近に幅広（周方向に幅広）のヘリコイド空転区間２５ｂ１とされてい
る（図１９参照）。このヘリコイド空転区間２５ｂ１の光軸方向の長さと第３外観筒３０
の雄ヘリコイド３０ａの光軸方向長さとはほぼ一致させてある。つまり、雄ヘリコイド３
０ａがこのヘリコイド空転区間２５ｂ１に入ると、雄 雌ヘリコイド３０ａ、２５ｂのフ
ランク面による拘束が解除されて、第２直進案内環２５と第３外観筒３０とは光軸方向移
動が規制されて相対回転自在な結合状態となる。コマ逃がし溝２５ｃにも、このヘリコイ
ド空転区間２５ における回転を許容するための空転区間２５ｃ１が形成されている。
【００４７】
ズームレンズ鏡筒が収納位置にあるときは、雌ヘリコイド２５ｂにヘリコイド結合する雄
ヘリコイド３０ａは、ヘリコイド空転区間２５ｂ１内に誘導されており、コマ逃がし溝２
５ｃに嵌る案内コマ３０ｂは空転区間２５ｃ１内に誘導されている（図２０）。この収納
位置からズームレンズ鏡筒がワイド端方向に繰り出されると、第２直進案内環２５に対し
て第３外観筒３０、雄ヘリコイド３０ａ、案内コマ３０ｂがワイド方向（図において右方
向）に相対的に移動する。雄ヘリコイド３０ａがヘリコイド空転区間２５ｂ１に拘束され
ているので、第３外観筒３０は第２直進案内環２５に対して相対回転のみし、空転区間境
界位置に至る（図２１）。空転区間境界位置では、雄ヘリコイド３０ａのフランク面は雌
ヘリコイド２５ｂのフランク面と接触している。
【００４８】
ズームレンズ鏡筒が空転境界位置からさらにワイド位置方向に繰り出されると、第２直進
案内環２５に対して第３外観筒３０は、雄ヘリコイド３０ａが雌ヘリコイド２５ｂに拘束
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第１直進案内環１８と第２ヘリコイド
環２１ 第１直進案内
環１８の雌ヘリコイド１８ｂ、ヘリコイド空転区間１８ｂ１および第２ヘリコイド環２１
の雄ヘリコイド２１ａの関係を展開して示してある。

、

ｂ１



されているので、雌ヘリコイド２５ｂのリードに従って回転しながら相対的に前進（図に
おいて上方に移動）し、ワイド端位置に達する（図２２）。
【００４９】
本実施の形態では第３外観筒３０を雄ヘリコイド３０ａ、第２直進案内環２５を雌ヘリコ
イド２５ｂとしたが、雄雌ヘリコイドの関係は逆にしてもよい。
【００５０】
　第２直進案内環２５および第３外観筒３０と同様に、第１直進案内環１８と第２外観筒
２３および第２ヘリコイド環２１も空転区間を有する。第１直進案内環１８の内周面の雌
ヘリコイド１８ｂは、第１直進案内環１８の後端部（カメラボディ側）付近が幅広（周方
向に幅広）のヘリコイド空転区間１８ｂ１とされている（図２３）。このヘリコイド空転
区間１８ｂ１の光軸方向の長さと第２ヘリコイド環２１の雄ヘリコイド２１ａの光軸方向
長さとはほぼ一致させてある。つまり、雄ヘリコイド２１ａがこの １
８ｂ１に進入すると、雄雌ヘリコイド２１ａ、１８ｂのフランク面による拘束が解除され
て、第１直進案内環１８とヘリコイド環２１（及び第２外観筒２３）とは光軸方向移動が
規制された状態で相対回転自在な結合状態となる。コマ逃がし溝１８ｃにも、このヘリコ
イド空転区間１８ｂ１に対応した、リードのない空転区間１８ｃ１が形成されている。
【００５１】
ズームレンズ鏡筒が収納位置にあるときは、雌ヘリコイド１８ｂにヘリコイド結合する雄
ヘリコイド２１ａは、ヘリコイド空転区間１８ｂ１内に誘導されており、コマ逃がし溝１
８ｃに嵌る案内コマ２１ｂは空転区間１８ｃ１内に誘導されている（図２４、図２７（Ａ
））。この収納位置からズームレンズ鏡筒がワイド端方向に繰り出されると、第１直進案
内環１８に対して雄ヘリコイド２１ａおよび案内コマ２１ｂが、すなわちヘリコイド環２
１及び第２外観筒２３がワイド方向（図において右方向）に相対的に移動する。この相対
移動に際して、雄ヘリコイド２１ａはヘリコイド空転区間１８ｂ１内に、案内コマ２１ｂ
は空転区間１８ｃ１に進入しているので、第２外観筒２３および第２ヘリコイド環２１は
第１直進案内環１８に対して相対回転のみし、空転区間境界位置に至る（図２５、図２７
（Ｂ））。空転区間境界位置では、雄ヘリコイド２１ａのフランク面は雌ヘリコイド１８
ｂのフランク面に接触している。
【００５２】
ズームレンズ鏡筒が空転境界位置からさらにワイド位置方向に繰り出されると、第１直進
案内環１８に対して第２外観筒２３および第２ヘリコイド環２１は、雄ヘリコイド２１ａ
は雌ヘリコイド１８ｂに拘束されているので、雄雌ヘリコイド２１ａ、１８ｂおよびコマ
逃がし溝１８ｃのリードに従って回転しながら前進（図において上方に移動）し、ワイド
端位置に達する（図２６、図２７（Ｃ））。
【００５３】
この実施例では、第２外観筒２３を空転させるだけではバリヤの開閉をするのに不十分で
あるため、第３外観筒３０にも空転区間を設けてある。第３外観筒３０の空転量は、繰出
し量を抑えることと繰出しのバランスを調整することを目的に設定してある。
さらにこの実施形態では、第３外観筒３０を空転させるヘリコイド空転区間２５ｂ１の回
転角よりも、第２外観筒２３およびヘリコイド環２１を空転させるヘリコイド空転区間１
８ｂ１の回転角の方を大きく設定してある。第３外観筒３０と第２外観筒２３とが同時に
空転区間からヘリコイド区間に切り替わると負荷が急増するので、この負荷の急増を緩和
することができる。
【００５４】
すでに説明したように本実施例では、この第３外観筒３０および第２外観筒２３の空転運
動および第４外観筒３１の光軸方向相対移動により、レンズバリヤを開閉する。このよう
にこのズームレンズ鏡筒では、第４外観筒３１が収納位置とワイド端位置の間を移動する
ストロークと、第３外観筒３０および第２外観筒２３が収納位置とワイド端位置の間の空
転区間で空転する回転角の二つの作用によってバリヤ駆動環９１をバリヤ閉鎖位置とバリ
ヤ開放位置とに駆動するので、第４外観筒３１のストロークの短さを補うことができる。

10

20

30

40

50

(12) JP 3762652 B2 2006.4.5

ヘリコイド空転区間



【００５５】
　図２８（Ａ）には第１直進案内環１８の雌ヘリコイド１８ｂのヘリコイド空転区間１８
ｂ１付近を拡大して示してある第１直進案内環１８は、通常合成樹脂の射出成形により形
成される。そのための金型を放電加工の電極により ヘリコイド空転区
間１８ｂ１の角部には、いわゆるカッターＲと呼ばれる丸みがついてしまう（図２８（Ｂ
））。ヘリコイド空転区間１８ｂ１の角部にこのようなカッターＲがつくと、ヘリコイド
空転区間１８ｂ１のスラスト面１８ｂ２、１８ｂ２の周方向長が短くなり、雄ヘリコイド
２１ａとの接触面積も小さくなるので、雄ヘリコイド２１ａに干渉し、また

による雄ヘリコイド２１ａのスラスト方向規制力が弱く不安定になってしまう。
　そこで本実施例では、ヘリコイド空転区間１８ｂ１の光軸方向に離反した前後のスラス
ト面１８ｂ２それぞれに沿って周方向溝１８ｅを形成し、この周方向溝１８ｅによりカッ
ターＲを削除した（図２８（Ｃ））。周方向溝１８ｅの幅（光軸方向幅）は、カッターＲ
を削除できる幅、すなわち、ほぼカッターＲの半径程度に設定する。
【００５６】
この実施例では、第１直線案内環１８の周方向溝１８ｅと同様の周方向溝２５ｅが、第２
直進案内環２５のヘリコイド空転区間２５ｂ１の前部および後部のスラスト受け面に沿っ
て形成されている。
【００５７】
また、雄ヘリコイド２１ａがこのヘリコイド空転区間１８ｂ１から雌ヘリコイド１８に入
るときに、第２ヘリコイド環２１と第１直進案内環１８が軸ずれしたり傾いたりしている
と、雄ヘリコイド２１ａの端面がスラスト面１８ｂ２に当接して雌ヘリコイド１８に進入
できない場合がある。そこで本発明の実施形態では、第１直進案内環１８および第２直進
案内環２５の後端部付近の内周面に嵌合部（凸状部）１８ｆ、２５ｆを周方向に突設形成
してある（図１８（Ａ）、（Ｂ））。これらの嵌合部１８ｆ、２５ｆには、収納位置まで
後退した第２ヘリコイド環２１、第３外観筒３０が摺接可能な状態で隙間が無く嵌る（図
２９）。そして、第２ヘリコイド環２１、第３外観筒３０は、それそれ嵌合部１８ｆ、２
５ｆと摺接しながら空転区間を回転する。
【００５８】
このように嵌合部１８ｆ、２５ｆによって雄ヘリコイド２１ａ、３０ａの直径方向の位置
が規制されるので、雄ヘリコイド２１ａ、３０ａがヘリコイド空転区間１８ｂ１、２５ｂ
１から雌ヘリコイド１８ｂ、２５ｂに滑らかにかつ確実に進入できる。そして、ヘリコイ
ド作用により、第２ヘリコイド環２１、第３外観筒３０を、ワイド端位置（図３０）から
テレ端位置まで回転しながら進退させることができる。
【００５９】
なお、本実施の形態では第１直進案内環１８および第２直進案内環２５の外周面に嵌合部
１８ｆ、２５ｆを突設したが、ヘリコイド空転領域１８ｂ１、２５ｂ１の底面を徐々に高
くして遊びを無くす構成でもよい。
【００６０】
【発明の効果】
以上の説明から明らかな通り本発明は、ヘリコイド繰出し構造による多段繰出し鏡筒を有
するズームレンズ鏡筒において、該ズームレンズ鏡筒の収納位置から撮影可能最短繰出し
位置までの間で鏡筒が回転しても繰り出さないヘリコイド空転 を備え、該ヘリコイド
空転 域が、一方の鏡筒に形成した雌ヘリコイドと、他方の鏡筒に形成した雄ヘリコイ
ドとからなり、該一方の鏡筒と他方の鏡筒が収納位置状態にあるときに前記雄ヘリコイド
の周方向回転を許容するヘリコイド空転 を前記雌ヘリコイドに形成し、該ヘリコイド
空転 両スラスト面に沿って周方向溝を形成し

ヘリコイド空転
る鏡筒部品を安価にかつ高精度に形成

できる。
【図面の簡単な説明】
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加工すると、例えば

スラスト面１
８ｂ２

区間
区間

区間
区間において光軸方向前後方向から対向する

、該両スラスト面によって光軸方向の前後移動を規制したので、 区間を有
しかつ該空転区間において光軸方向位置を規制し得



【図１】本発明を適用したズームレンズ鏡筒の実施形態を示す、構成部材の分解斜視図で
ある。
【図２】同ズームレンズ鏡筒の収納状態の上半断面図である。
【図３】同ズームレンズ鏡筒のワイド端撮影状態の上半断面図である。
【図４】同ズームレンズ鏡筒のテレ端撮影状態の上半断面図である。
【図５】同ズームレンズ鏡筒を繰り出した状態の斜視図である。
【図６】図５から鏡筒外観部材の一部を取り外した状態のズームレンズ鏡筒の斜視図であ
る
【図７】図６よりもさらに分解した状態のズームレンズ鏡筒の斜視図である
【図８】第１外観筒と第２外観筒の単体斜視図である。
【図９】第３直進案内環の単体斜視図である。
【図１０】第３直進案内環とシャッタブロックの関係を表す分解斜視図である。
【図１１】第３直進案内環の絞制御カム溝を示す、該第３直進案内環の展開図である。
【図１２】カム環のカム溝形状例を示す、該カム環の内面の展開図である。
【図１３】図２ないし図４に全体構造を示すズームレンズ鏡筒の制御系を示すブロック図
である。
【図１４】同ズームレンズ鏡筒の収納位置における第２外観筒、第２ヘリコイド環、第２
直線案内環および案内コマの関係を示す展開図である。
【図１５】同ズームレンズ鏡筒のテレ端位置における第２外観筒、第２ヘリコイド環、第
２直線案内環および案内コマの関係を示す展開図である。
【図１６】同ズームレンズ鏡筒の分解・組み立て位置における第２外観筒、第２ヘリコイ
ド環、第２直線案内環および案内コマの関係を示す展開図である。
【図１７】同ズームレンズ鏡筒の分解・組み立て位置における第２外観筒、第２ヘリコイ
ド環、第２直線案内環および案内コマの関係を第２外観筒を取り外した状態で示す展開図
である。
【図１８】　 (Ａ )は、同ズームレンズ鏡筒の第２直進案内環２５を縦断して示す斜視図、
（Ｂ）は同ズームレンズ鏡筒の第３直進案内環１８を縦断して示す斜視図である。
【図１９】同ズームレンズ鏡筒の第２直進案内環を示す展開図である。
【図２０】同ズームレンズ鏡筒の収納状態における第２直進案内環２５の雌ヘリコイドと
第３外観筒３０の雄ヘリコイドの関係を示す展開図である。
【図２１】同ズームレンズ鏡筒が空転区間境界位置まで繰り出されたときの第２直進案内
環２５の雌ヘリコイドと第３外観筒３０の雄ヘリコイドの関係を示す展開図である。
【図２２】同ズームレンズ鏡筒がワイド端位置まで繰り出されたときの第２直進案内環の
雌ヘリコイドと第３外観筒の雄ヘリコイドの関係を示す展開図である。
【図２３】同ズームレンズ鏡筒の第１直進案内環を示す展開図である。
【図２４】同ズームレンズ鏡筒が収納状態にあるときの第１直進案内環と第２外観筒２３
および第２ヘリコイド環との関係を示す展開図である。
【図２５】同ズームレンズ鏡筒が空転区間境界位置にあるときの第１直進案内環と第２外
観筒２３および第２ヘリコイド環との関係を示す展開図である。
【図２６】同ズームレンズ鏡筒がワイド端位置に繰り出されたときの第１直進案内環と第
２外観筒２３および第２ヘリコイド環との関係を示す展開図である。
【図２７】同ズームレンズ鏡筒の第１直進案内環の雌ヘリコイド、ヘリコイド空転区間お
よび第２ヘリコイド環の雄ヘリコイドの関係を展開して示す図であって、 (Ａ )は収納状態
、（Ｂ）は空転区間境界位置、（Ｃ）はワイド端位置にあるときの様子を示す図である。
【図２８】（Ａ）は第１直進案内環の雌ヘリコイド、ヘリコイド空転区間の形状を模式的
に示す図、（Ｂ）は金型制作の際に生じる問題を説明する図、（Ｃ）はこの問題を解決す
る本発明の実施の形態を示す図である。
【図２９】同ズームレンズ鏡筒の第１直進案内環および第２直進案内環の後端部付近の内
周面に周方向に延びる凸状部を形成した実施形態の収納状態の上半断面図である。
【図３０】同ズームレンズ鏡筒の第１直進案内環および第２直進案内環の後端部付近の内
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周面に周方向に延びる凸状部を形成した実施形態のワイド端撮影状態の上半断面図である
。
【図３１】同ズームレンズ鏡筒において、レンズバリヤが閉じられた状態のシャッタブロ
ック付近を拡大した上端断面図である。
【図３２】同ズームレンズ鏡筒において、レンズバリヤが開かれた状態を示す、図３１と
同様の上端断面図である。
【符号の説明】
Ｌ１　第１変倍レンズ群
Ｌ２　第２変倍レンズ群
Ｏ　光軸
Ｓ１　第１サブ群
Ｓ２　第２サブ群
１１　カメラボディ
１２　固定筒
１２ａ　雌ヘリコイド
１２ｂ　直進案内溝
１４　第１ヘリコイド環
１４ａ　雄ヘリコイド
１４ｂ　ギヤ
１４１　結合部
１５　ズーミング用モータ
１６　ピニオン
１７　第１外観筒
１７ａ　コマ案内溝
１７１　結合部
１７２　内周溝
１７３　内周溝の切れ目
１８　第１直進案内環
１８ａ　直進案内突起
１８ｂ　雌ヘリコイド
１８ｂ１　ヘリコイド空転区間
１８ｂ２　スラスト面
１８ｃ　コマ逃がし溝
１８ｄ　直進案内溝
１８ｅ　周方向溝
１８１　抜け止めキー
１９　ブラシ
２０　コード板２０
２１　第２ヘリコイド環
２１ａ　雄ヘリコイド
２１ｂ　案内コマ
２１１　結合部
２３　第２外観筒
２３ａ　コマ案内溝
２３１　結合部
２３２　内周溝
２３３　内周溝の切れ目
２５　第２直進案内環
２５ａ　直進案内突起
２５ｂ　雌ヘリコイド
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２５ｂ１　ヘリコイド空転区間
２５ｃ　コマ逃がし溝
２５ｄ　直進案内溝
２５ｅ　周方向溝
２５ｆ　嵌合部
３０　第３外観筒（カム環）
３０ａ　雄ヘリコイド
３０ｂ　案内コマ
３１　第４外観筒（レンズ支持筒）
３１ａ　フォロア突起
３１ｂ　前壁部
３２　後群レンズ枠
３２ａ　直進案内突起
３２ｂ　フォロア突起
３３　第３直進案内環
３３ａ　直進案内突起
３３ｂ　部分円筒状腕部
３３ｃ　３３ｄ　直進案内溝
３３ｅ　傾斜ガイド面
３５　３６　有底カム溝
３６ａ　中間不連続位置
４０　シャッタブロック
８０　シャッタブロック用ＦＰＣ（フレキシブルプリント基板）
８０Ａ　環状ＦＰＣ
８０Ｂ　帯状ＦＰＣ
８１　制御回路
８１Ａ　焦点距離情報
８１Ｂ　被写体距離情報
８１Ｃ　被写体輝度情報
９１　バリヤ駆動環
９１ａ　バリヤ係合突起
９１ｂ　被動腕部
９２　外側バリヤ
９３　内側バリヤ
９４　バリヤ付勢ばね
９５　駆動環付勢ばね
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(19) JP 3762652 B2 2006.4.5



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】
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【 図 ２ ５ 】 【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】
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